授業展開案　チャプター04　性感染症について

	学習項目
	1.性感染症とは
2.性感染症の原因となる病原体
3.主な性感染症の種類、感染経路、症状、治療
1）ケジラミ症
2）尖圭コンジローマ
3）性器ヘルペス
4）性器クラミジア感染症
5）淋病（淋菌感染症）
6）性器カンジダ症
7）エイズ（AIDS）：後天性免疫不全症候群　Acquired Immune Deficiency Syndrome
4.性感染症の症状がある場合の対処方法
5.性感染症の予防と主な避妊方法

	学習目標
	●性感染症が理解できる。
●主な性感染症の種類と症状が理解できる。
●性感染症の症状がある場合の対処方法が理解できる。
●性感染症の予防と主な避妊方法の特徴が理解できる。

	学習指導要領との

関連
	＊中学校学習指導要領

	
	第2章　各教科

第7節　保健体育

第2　各分野の目標及び内容

〔保健分野〕

2　内容

（4）健康な生活と疾病の予防について理解を深めることができるようにする。

エ　感染症は、病原体が主な要因となって発生すること。また、感染症の多くは、発生源をなくすこと、感染経路を遮断すること、主体の抵抗力を高めることによって予防できること。




	学習指導要領との

関連
	＊高等学校学習指導要領

	
	第2章　各学科に共通する各教科

第6節　保健体育

第2款　各科目

第2　保健

2　内容

（1）現代社会と健康

我が国の疾病構造や社会の変化に対応して、健康を保持増進するためには、個人の行動選択やそれを支える社会環境づくりなどが大切であるというヘルスプロモーションの考え方を生かし、人々が自らの健康を適切に管理すること及び環境を改善していくことが重要であることを理解できるようにする。
イ　健康の保持増進と疾病の予防
健康の保持増進と生活習慣病の予防には、食事、運動、休養及び睡眠の調和のとれた生活を実践する必要があること。
喫煙と飲酒は、生活習慣病の要因になること。また、薬物乱用は、心身の健康や社会に深刻な影響を与えることから行ってはならないこと。それらの対策には、個人や社会環境への対策が必要であること。
感染症の発生や流行には、時代や地域によって違いがみられること。その予防には、個人的及び社会的な対策を行う必要があること。
（2）生涯を通じる健康

生涯の各段階において健康についての課題があり、自らこれに適切に対応する必要があること及び我が国の保健・医療制度や機関を適切に活用することが重要であることについて理解できるようにする。

ア　生涯の各段階における健康

生涯にわたって健康を保持増進するには、生涯の各段階の健康課題に応じた自己の健康管理及び環境づくりがかかわっていること。

	
	第5章　特別活動

第2　各活動・学校行事の目標及び内容　

〔ホームルーム活動〕

2　内容


	
	学校における生徒の基礎的な生活集団として編成したホームルームを単位として、ホームルームや学校の生活の充実と向上、生徒が当面する諸課題への対応に資する活動を行うこと。

（2）適応と成長及び健康安全

ク  心身の健康と健全な生活態度や規律ある習慣の確立



	使用する
教材・準備物
	DVD「ゆっくり大人になろうよ」　

資料；生徒用配布資料、解説用資料

スライドなど

	授業の
工夫点・留意点
	1.自分の身体と関連づけて、身近に起こる感染症であることを理解させていく。

2.性行為による感染症であることを想起させながら、授業をすすめていく。

3.性感染症の種類は多様であり、それらの症状と対処方法についても理解させていく。

4.性感染症の予防とともに、妊娠のメカニズムや主な避妊方法も考えさせていく。

＊保健体育、道徳、特別活動などとの関連を図る授業展開を工夫する。
（特に、個人差を考慮して取り扱い、家庭教育との関連も図る）
＊他の専門職員や地域、家庭と連携・協力し、専門性を活かした授業展開を工夫する。
＊家庭、地域との連携を推進し、保護者や地域の理解を十分に得ることが重要。

	授業の
評価視点
	○生徒への評価視点

1.理解度（「学習目標」にある内容が理解できているか）

2.授業態度
○教員への評価視点（自己評価）

1.生徒の反応（うなずきなどの表情、発問への返答、質問の有無と内容など）

2.授業方法（話し方、教材の使い方など）

3.授業内容（興味・関心の度合い、論理性、構成、有効性、難易度など）

4.授業後の感想文の内容

	生徒への
自己学習課題
	○予習

1.性感染症について、事前学習をさせる。

2.性感染症の症状がある場合の対処方法を考えさせる。

○復習

1.以下の視点について整理する。

1）性感染症の原因

2）主な性感染症の種類と症状

3）性感染症の症状がある場合の対処方法

4）性感染症の予防と主な避妊方法


	段階
	時間
	指導内容

	導入
	（　　）

分
	□学習目標の提示

●性感染症が理解できる。

●主な性感染症の種類と症状が理解できる。

●性感染症の症状がある場合の対処方法が理解できる。

●性感染症の予防と主な避妊方法の特徴が理解できる。

□授業内容の説明

1.性感染症とは

2.性感染症の原因となる病原体

3.主な性感染症の種類、感染経路、症状、治療

1）ケジラミ症

2）尖圭コンジローマ

3）性器ヘルペス

4）性器クラミジア感染症

5）淋病（淋菌感染症）

6）性器カンジダ症

7）エイズ（AIDS）：後天性免疫不全症候群　Acquired Immune Deficiency Syndrome
4.性感染症の症状がある場合の対処方法

5.性感染症の予防と主な避妊方法

□自己学習課題（予習）の確認

1.性感染症について、事前学習をさせる。

2.性感染症の症状がある場合の対処方法を考えさせる。

	第1段階
	（　　）

分
	□性感染症について生徒に発表させる。

1.性感染症の感染経路

	第2段階
	（　　）

分
	□性感染症の原因となる病原体について生徒に発表させる。

1.性感染症の種類、症状、対処方法

	DVD鑑賞
	11分35秒
	□「チャプター04性感染症について」を鑑賞させる。

1.DVDを用いた視覚教材により、具体的な症状や治療方法を学ばせる。

	第3段階
	（　　）

分
	□主な性感染症の種類と原因、感染経路、症状、治療について説明する。

1.ケジラミ症； ケジラミが寄生することにより発症し、主に性行為によって感染する。主な寄生部位は陰毛。症状は、寄生部位の痒みで個人差がある。治療は、寄生部位の剃毛または殺虫剤の散布。治療上の留意点として、相互感染を繰り返すことがあるので、セックス・パートナーの治療も必要である。

2.尖圭コンジローマ； ヒトパピローマウイルスによって、主に性行為あるいはその類似行為で感染する。感染部位は、外陰部、肛囲、肛門内、尿道口、膣、子宮頸部で、それらに乳頭状腫瘍が多発する。一般に自覚症状はないが、大きさや発生部位などにより、痛みや痒みがみられることもある。治療は、外科的切除と外用薬の塗布であるが、確実な治療方法はなく、観察できるものすべてを除去しても、すでに他の部位に感染していることがある。治療が遅くなると再発し、より困難になる。


	
	
	3.性器ヘルペス；ヘルペスウイルスが原因で、性器に浅い潰瘍性または水泡性病変を形成する。完治は困難で、再発も多く、他の部位にも起こりうるので、コンドームの使用だけでは完全に防止できない。再発への対策も重要となる。また、母子感染により、新生児ヘルペスを発症することがあり、死の転帰をとることもある予後の悪い疾患である。症状は、神経痛、チクチク感、陰部全体の痛みなどで、個人差がある。治療は、抗ウイルス薬の使用。

4.性器クラミジア感染症；クラミジアが性行為により、主に泌尿器・生殖器に感染する。最近はオーラルセックスなどにより、咽頭感染がみられている。すべての性感染症の中で最も多い。無症状のことが多いが、男性はクラミジア性尿道炎を発症すると、軽い排尿時の痛みや尿道の痒み、不快感などの症状が出ることもある。女性は、クラミジア性子宮頚管炎を発症すると、帯下（おりもの）の増量、下腹部痛などを生じる。またこれにより卵管炎を起こし、後遺症として、卵管妊娠や不妊症の原因となることがある。妊娠しても、流・早産の原因になりうることがあり、母子感染により、新生児が結膜炎、肺炎などを起こすこともある。治療は、抗菌薬の使用。

5.淋病（淋菌感染症）；淋菌が性行為などで感染する。性器クラミジア感染症と並んで多く、1回の性行為による感染伝達率は約30％と高い。近年、咽頭・直腸感染などの性器以外の感染が増加している。男性は淋菌性尿道炎を発症すると、排尿時の痛み、尿道分泌物などを生じる。女性は淋菌性子宮頚管炎を発症すると、分泌物を生じることがあるが、ほとんど無症状で経過することが多い。無治療では、子宮外妊娠、不妊症、母子感染など重篤な合併症を生じることもある。治療は、抗菌薬の使用。

6.性器カンジダ症；カンジダ属による性器の感染症で、男性での罹患例は少なく、女性に特有な疾患といってもいい。特殊な場合を除いて、単にカンジダを保有しているだけでは、カンジダ症と診断されず、治療の必要はない。症状として、女性は外陰・膣の痛みや痒み、帯下（おりもの）の増量、排尿障害などがある。男性は性行為などにより、カンジダ性亀頭炎を発症すると、痒み、違和感などを生じる。局所の清潔保持、通気性の良い下着の着用などに留意することも必要である。治療は、抗菌薬の使用。

7.エイズ（AIDS）：後天性免疫不全症候群；一般的には、後天的に免疫不全状態となり、日和見合併症を生じた状態で、その原因がHIV感染症（HIVが血液・体液などを介して感染したもの）であるもの。HIV感染症は、HIVが免疫細胞に感染した結果、免疫システムが徐々に破壊されていく進行性疾患で、病期は①感染初期（急性期）、②無症候期、③エイズ発症期の3期に大きく分類される。感染初期は発熱、咽頭炎、倦怠感、筋肉痛などのインフルエンザ様症状が出現し、数週間で消失、その後無症候期に移行する。無症候期でも、体内では毎日約100億個のHIVが産生され感染し、細胞を破壊していく。そのため、無治療で放置していると、免疫不全状態が進行し、エイズを発症する。発症までの個人差は大きい。他の性感染症に感染していると、HIVに感染しやすく、その逆もあり、相関がある。また、他の性感染症との混合感染が徐々に増えつつあり、予防が重要である。治療は、抗HIV薬の使用。

＊AIDS：Acquired Immune Deficiency Syndrome
＊HIV：Human Immunodeficiency Virus


	第4段階
	（　　）

分
	□性感染症の症状がある場合の対処方法

1.性感染症の症状がある場合は、どのような対処方法があるのか、どのような医療機関を受診すればいいのかを具体的に考える。

	第5段階
	（　　）

分
	□性感染症の予防と主な避妊方法について説明する。

1.性感染症の予防について、具体的に話し合う（No Sexは責任ある行動であることを理解させる）。

2.主な避妊方法について正確に理解させる。

	まとめ
	（　　）

分
	□授業のまとめ

1.グループごとに話し合った内容を発表させる。 

2.学習内容をまとめる。 

□自己学習課題（復習）の説明

1.以下の視点について整理する。

1）性感染症の原因

2）主な性感染症の種類と症状

3）性感染症の症状がある場合の対処方法

4）性感染症の予防と主な避妊方法
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